
 

〔観点ごとのポイント〕 

「内容のまとまり」 

「評価の観点」 

 
 
 
 
 
 
 
◆ 「内容のまとまり」の考え方                        

国語科における内容のまとまりは、学習指導要領の
「第２ 各学年の目標及び内容」「２ 内容」に次のよ
うに示されています。 

◆ 内容のまとまりごとの評価規準の作成         
①国語科における「内容のまとまり」と「評価の観点」

との関係を確認します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②観点ごとのポイントを踏まえ、「内容のまとまりごと

の評価規準」を作成します。 
【〈第４学年の〔思考力、判断力、表現力等〕の「Ｃ読むこと」〉の評価規準の例】 
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

① 様 子 や 行
動、気持ち
や性格を表
す語句の量
を増し、語
彙を豊かに
している。
（(1)オ） 

①「読むこと」において、登
場人物の気持ちの変化に
ついて、場面の移り変わり
と結び付けて具体的に想
像している。（Ｃ(1)エ） 

②「読むこと」において、文
章を読んで理解したこと
に基づいて、感想や考えを
もっている。（Ｃ(1)オ） 

①進んで、登場人物の
気持ちの変化につ
いて、場面の移り変
わりと結び付けて
具体的に想像し、学
習課題に沿って、感
じたことや考えた
ことを文章にまと
めようとしている。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
◆ 単元の評価規準の作成              
 国語科においては、例えば、次のような流れで授業
を構想し、単元の評価規準を作成します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

国語科においては、指導事項に示された資質・能力 
を育成するため、基本的には「内容のまとまりごとの
評価規準」が単元の評価規準になります。 

主体的に学習に 
取り組む態度 

該当す
る指導
事項は
ない 

指導事項の文頭に 
「領域名」を入れ 
ます。 

文末を「～してい
る。」にします。 

国 語 

文末を「～しよ
うとしている。」
にします。 

 国語科においては、単元など内容や時間のまとまりを見通して、その中で育む資質・能力の育成
に向けて、児童の主体的・対話的で深い学びの実現を図ることが求められています。その際、言葉
による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、言葉の特徴や使い方などを理解し自分の思いや
考えを深める学習の充実を図ることが大切です。 

〔知識及び技能〕 
⑴ 言葉の特徴や使い方に関する事項 
⑵ 情報の扱い方に関する事項 
⑶ 我が国の言語文化に関する事項 

〔思考力、判断力、表現力等〕 
 Ａ 話すこと・聞くこと 
 Ｂ 書くこと 
 Ｃ 読むこと 

〔知識及び技能〕 
⑴言葉の特徴や使い

方に関する事項 
⑵情報の扱い方に関

する事項 
⑶我が国の言語文化

に関する事項 

〔思考力、判断力、表現力等〕 
A 話すこと・聞くこと 
 
B 書くこと 
 
C 読むこと 

〇「知識・技能」、「思考・判断・表現」の評価規準は、当該単元
で育成を目指す資質・能力に該当する指導事項を用いて作成
します。 

〇「主体的に学習に取り組む態度」の評価規準は、知識及び技能
を獲得したり、思考力、判断力、表現力等を身に付けたりする
ことに向けた粘り強い取組を行おうとする側面と粘り強い取
組を行う中で、自らの学習を調整しようとする側面の双方を
適切に評価できるよう、当該単元で育成する資質・能力と言
語活動に応じて作成します。 

知識・技能 

単元の目標 
⑴「知識及び技能」の目標 
⑵「思考力、判断力、表現力等」の目標 
→⑴、⑵については、基本的に指導事項の文末を「～で

きる。」として示します。 
⑶「学びに向かう力、人間性等」の目標 
→⑶については、いずれの単元においても当該学年の学

年の目標である「言葉がもつよさ～思いや考えを伝え
合おうとする。」までを示します。 

※〔知識及び技能〕に示す事項は〔思考力、判断力、表現力等〕
に示す事項の指導を通して行うことを基本とします。 

 

Ｓｔｅｐ５ 
評価の実際と手立ての
想定 

Ｓｔｅｐ１ 
単元で取り上げる 
指導事項の確認 

・年間指導計画を基に、単元で取
り上げる指導事項を確認しま
す。 

・指導事項を基に、単元の目標を
設定するとともに、単元の目標
を実現するために適した言語
活動を位置付けます。 

Ｓｔｅｐ２ 
単元の目標と 
言語活動の設定 

Ｓｔｅｐ４ 
単元の指導と評価 
の計画の決定 

・各時間の学習活動を構想し、ど
の段階でどの評価規準に基づ
いて評価するかを決定します。 

・「おおむね満足できる」状況
(B)、「努力を要する」状況(C)へ
の手立てを想定します。 

Ｓｔｅｐ３ 
単元の評価規準の設定 
・「知識・技能」の評価規準の設定の仕方 

当該単元で育成を目指す資質・能力に該当する〔知
識及び技能〕の指導事項の文末を「～している。」とし
て作成する。 

・「思考・判断・表現」の評価規準の設定の仕方 
当該単元で育成を目指す資質・能力に該当する〔思 

考力、判断力、表現力等〕の指導事項の冒頭に、指導 
する一領域を「（領域名）において、」と明記し、文末 
を「～している」として作成する。 

 
 以下の①から④の内容を全て含め、単元の目標や学
習内容等に応じて、その組合せを工夫することが考え
られる。なお、〈  〉内の言葉は、当該内容の学習状況
を例示したものであり、これ以外も想定される。 
①粘り強さ〈積極的に、進んで、粘り強く等〉 
②自らの学習の調整〈学習の見通しをもって、学習課 

題に沿って、今までの学習を生かして等〉 
③他の２観点において重点とする内容（特に、粘り強 

さを発揮してほしい内容） 
④当該単元の具体的な言語活動（自らの学習の調整が 

必要となる具体的な言語活動） 

思考・判断・表現 
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◆ 学習評価に関する事例                                       
１ 単元名 

「読んで感じたことや考えたことをまとめよう（ごんぎつね）」（全９時間） 
２ 内容のまとまり 

第４学年〔知識及び技能〕(1)言葉の特徴や使い方に関する事項、〔思考力、判断力、表現力等〕「Ｃ 読むこと」  
３ 単元の目標 

(1) 様子や行動、気持ちや性格を表す語句の量を増し、語彙を豊かにすることができる。〔知識及び技能〕(1)オ 
 (2) 登場人物の気持ちの変化について、場面の移り変わりと結び付けて具体的に想像することができる。 

〔思考力、判断力、表現力等〕Ｃ(1)エ 
(3) 文章を読んで理解したことに基づいて、感想や考えをもつことができる。〔思考力、判断力、表現力等〕Ｃ(1)オ  
(4) 言葉がもつよさに気付くとともに、幅広く読書をし、国語を大切にして、思いや考えを伝え合おうとする。 

〔学びに向かう力、人間性等〕 
４ 単元の評価規準 

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

評
価
規
準 

①様子や行動、気持
ちや性格を表す語
句の量を増し、語
彙を豊かにしてい
る。（(１)オ） 

①「読むこと」において、登場人物の気持ちの
変化について、場面の移り変わりと結び付
けて具体的に想像している。（Ｃ(1)エ） 

②「読むこと」において、文章を読んで理解し
たことに基づいて、感想や考えをもってい
る。（Ｃ(1)オ） 

①進んで、登場人物の気持ちの
変化について、場面の移り変
わりと結び付けて具体的に想
像し、学習課題に沿って、感じ
たことや考えたことを文章に
まとめようとしている。 

５ 指導と評価の計画（単元の流れ）（９時間） 
時 学習活動 指導上の留意点 評価規準・評価方法等 

１ 

・ 

２ 

・ 

３ 

○学習のねらいや進め
方を捉え、学習の見
通しをもつ。 

○「ごんぎつね」を読
み、内容の大体を捉
える。 

○初発の感想を書き、
読み合う。 

 
○学習課題を確認する。 
 
 
 
 
 
 

・学習のねらいと言語活動の内容を具
体的に示し、学習の見通しがもてる
ようにする。 

・場面の様子、登場人物の言動や様子
などを表す語句に着目して読むよう
に指導する。 

・心に強く残ったこと、疑問に思った
ことなどについて書くように指示す
る。 

・初発の感想のうち、多かった感想や
疑問、学級全体で話し合いたいこと
などを適宜取り上げていくようにす
る。 

 

 
４ 

・ 

５ 

・ 

６ 

・ 

７ 

○ごんや兵十の気持ち
が大きく変化した場
面はどこかについて
考えをまとめる。 

○取り上げた場面のご
んと兵十の様子や気
持ちを想像する。 

 
○学習課題に示された

ごんの思いが伝わっ
た か ど う か に つ い
て、友達と考えを交
流する。 

 

・物語全体の場面の移り変わりを確認
した上で、ごんと兵十のお互いに対
する見方や行動が大きく動いた場面
を取り上げる。 

・表情やしぐさなどを想像しながら読
むように指導する。 

・行動や会話、場面の状況を表す言葉
などに着目するように指導する。 

・ワークシートを基にして考えをまと
めるよう指導する。 

・友達の意見で参考になったことを適
宜付箋にまとめるよう指示する。 

 

８ 

・ 

９ 

○初発の感想を振り返
りながら、物語を読
んだことに基づいて
感じたことや考えた
ことを文章にまとめ
る。 

・これまでの学習を振り返り、物語を
読んで理解したことに基づいて、感
じたことや考えたことをまとめるよ
う指示する。 

・初発の感想を振り返り、どのように
自分の考えが変わったのかを書くよ
う指導する。 

 

［知識・技能］① 
ワークシート 
・場面の様子や登場

人物の言動、様子な
どを表す語句につ
いて着目し、語彙を
豊かにしているか
の確認 

【POINT】 
 観点の評価規準
に指導事項を示す
ことにより、学習
指導要領の指導事
項との関連を明確
にし、指導と評価
の一体化を図りま
す。 

ごんの思いは兵十に伝
わったのかについて、
読んだことを基に、感
じたことや考えたこと
を文章にまとめよう。 

［思考・判断・表現］①  
ノート 
・ごんと兵十の様子

や行動、気持ちの変
化について想像し
ているかの確認 

［主体的に学習に取り組む態度］①  
ワークシート・観察 
・ごんや兵十の気持ちの

変化について場面の
移り変わりと結び付
けて自分の考えをま
とめようとしている
かの確認 

［思考・判断・表現］② 
ノート 
・文章を読んで理解

したことに基づい
て、既習内容と結び
付けて自分の感想
や考えを記述して
いるかの確認 

【POINT】 
 自分の学びや変 
容を自覚できるよ 
うな「振り返り」 
を設定します。 
「本単元の学習」で 
・意識したこと 
・身に付いたこと 

やできるように 
なったこと 

・課題を解決する 
ために試行錯誤 
したこと 

・今後の学習や生 
活に生かせそう 
なこと 

など 

【POINT】 
自分の考えの理 

由となる部分を選 
んだり、交流の際 
に参考になった意 
見を付箋に書いた 
りするなど、進ん 
で感想を書くため 
の取組をしている 
かどうかを見取り、
必要に応じて児童 
への指導を行って 
学習の改善を促し 
ます。 

【POINT】 
 実際の評価場面
では、ごんや兵十
の気持ちの変化
を、場面の移り変
わりと結び付けて
具体的に想像し、
理由を明確にして
記述している児童
を「おおむね満足
できる」状況(B)と
評価します。 
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